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   HEMO-LYMPHANGIOMA OF THE SCROTUM AND PENIS 
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                         and Shinji HARA 

                            From Hara Urological Hospital 

                             Sadao KAMIDONO 
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                             (Director: Prof. J. Ishigami) 

   A case is reported of a patient with hemo-lymphangioma of the right  scrotum and penis. 

The tumor resected surgically weighed 165 grams. The pertinent literature is reviewed. 
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われわれはきわめてまれな陰嚢および陰茎に発生し

た血管種 ・リンパ管腫混合型の1例 を経験したので報

告する.

症 例

患 者:31歳 男性,警 察官

主 訴1陰 茎および右陰嚢内腫瘤ならびに性交困難

家族歴:特 記すべきものなし

既往歴:13歳 の ときにジフテリヤに罹患

現病歴:10数 年前より陰茎包皮内の腫瘤に気付くも

放置していたが,し だいに増大し,ま た右陰嚢内の腫

瘤も自覚するようになった.こ の頃から,性 交に際し

て疹痛および出血などがあ り,性 交困難とな り当科を

受診した.

現 症:体 格栄養良好,胸 腹部に異常所見なし・陰

茎は環状に腫張 し,そ の腫瘤は右陰嚢内のそれに連続

していた.腫 瘤は全般的に軟であったが,散 在性に弾

性軟あるいは硬の部位が認め られ,視 触診にて血管性

病変を疑わせる所見であった.ま た一部の腫瘤は皮膚

と癒着していたが,陰 嚢内臓器との連続性は認められ

なかった.鍾 瘤には自発痛および圧痛を認め ていな

し・(Fig.1)。

検 査 成 績:

尿 所 見 ・蛋 白(一),糖(一),沈 査異 常 な し.

血 液 所 見:赤 沈30分 値1mm,1時 間値2mm,赤

血 球 数515×104/mm3,白 血 球 数4,800/mm3,ヘ マ ト

ク リ ッ ト47.3%,血 小 板 数17.5×104/mm3,出1血 時

間2分15秒,凝 固時 間15分30秒.

梅 毒 血 清 反 応 ガ ラス板 法(一),TPHA(一).

ASLO50,CRP(一).

血 液 化 学lTP7.49/dl,GOT19KU/l,GPT29

KU/i,総 コ レス テ ロー ル162mg/dl,BuN13.omg/

d1,crcatininel.Omg/dL

以 上 に よ り陰 茎 ・陰 嚢 内に 発 生 した血 管 腫 を疑 い,

1982年10月4日 手 術 を施 行 した.

手 術 所 見=

腰 麻 下 に 陰 茎 包 皮 を環 状 に 切 開 す る と,陰 茎 皮 下 よ

り白膜 に い た る まで 多 発性 の嚢 胞 状 暗 赤 色 の腫 瘤 を認

め た 。 腫 瘤 は 一 部 皮麿 と剥 離 不 能 で 同部 の 皮膚 と と も

に 切 除 され た が,白 膜 との剥 離 は 比 較 的 容 易 で あ った.

陰茎 お よび 陰 嚢 内 の 腫 瘤 は連 続 してお り,さ らに 陰嚢

に切 開 を加 え 他 臓 器 との連 続 性 を 検 索 す る に,精 索
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Fig.1.術 前 の陰嚢および陰茎の外観:凹 凸のある腫瘤がそれ

らの表面か ら観察される
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Fig.3.陰 嚢 血 管 ・リ ンパ管 腫 中心 部 のH・E染 色病 理 組 織 像(×40)
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編
Fig.4.陰 嚢血 管 ・ リンパ管 腫 周 辺 部 のH・E染 色 病 理 組 織 像(× ユoo)
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Fig.5.陰 茎血 管 ・リ ンパ 管 腫 のH-E染 色 病理 組 織像(×40)
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Fig.6.術 後 の 陰 茎 お よび陰 嚢
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Table1.陰 嚢血管腫(本 邦報告例)

No.報 告 者 年 度 年齢(歳)患 側 重量(g)組 織 診 断

1.岩 崎195837左

2.中 野196410左

3.中 神196814右

?hemangioma

cavernOUS?

hemangioma

5hemangioma

4.塚 田197214左200hemangioma

5.平 田197327左
cavernOUS2
hemangioma

6.金 森197556左25.5hemangioma

7大 沢197612左

8.横 山19764 左

9

?

9.日 江井197816左280

10,石 ロ198015左280

11.仲 田19812 左7.5

12.阿 部198137左

13.漆 久19826

14.佐 藤19838

?

左

?

?

?

15.紫 山198332右20

16.佐 藤19834 左 ?

capillary

hemangioma

cave「nOUS

hemangioma

venousandcapillary

hemangioma

venousandcapijlary

hemangioma

cavernOUS

hemangioma

　　　　じ　む　ヨ

hemangioma

?

cave「nOUS

hemangioma

　　　　じ　くユ　ヨ

hemangioma

cavernOUS

hemangioma

および精巣との癒着は認められなか った.腫 瘤は陰嚢

内皮膚と強く癒着していたが切除 しえた.摘 除標本の

重量は1659で あ った(Fig.2)・

病理組織所見

陰嚢内血管腫の中心部は,血 液の充満した血管 とリ

ンパ液を容れるリンパ管とが不規則に混在,増 生 し,

蜂窩状の構造を示していた(Fig.3).

陰嚢血管腫の周辺部では,毛 細血管の静脈への分化

傾向が認められ,す なわち血管が密に 増生 しcaver-

noushemangiomaの 像を呈している.Fig.4で は

リンパ管が1本 認められている.

陰茎の血管腫も陰嚢内のそれと同様に血管および リ

ンパ管の混在した蜂窩状構造を示 していた(Fig.5).

術後経過:

創 部の一部移開を認めた以外,術 後経過良好で治癒

退院した(Fig.6).退 院後性交可能となり,腫 瘤の

再発も認めていない.

考 察

陰嚢,陰 茎に発生する血管腫はまれな疾患であ り,

さらに1血管腫とリンパ管腫との混在はきわめてまれで

ある.す なわち,良 性の陰嚢内血管腫は本邦で16例

(Table1)1"'5),陰 茎血管腫は18例(Table2)6--8)で,

陰嚢内の血管腫 ・リンパ管腫混合型は本邦ではユ966年

宮 川らの報告以来 自験例をふ くめて6例 のみで ある

(Table3).な お,本 症例のように陰嚢内および陰茎

にみられた血管腫 ・リンパ管腫混合症例は見当たらな

い.陰 茎血管腫の報告のほとんどは亀頭部であ り本症

のように包皮に発生したものは18例 中3例 である7).

自験例を含めた血管腫,リ ンパ管腫の混合型の発症

年齢は2歳 より31歳であ り(Table3),主 訴は無痛

性の腫瘤で,まれに疹痛,圧 痛をともなうことがある9)

本症のように包皮の腫瘤のために性交困難になった

症例はみあたらない.

診断は皮膚の青色様変化にともなって,透 光性のあ

る腫瘤を認めれば血管腫および リンパ管腫の可能性が

あり9・le),他覚的検査法として超音波を用いた診断が

有用であったという報告がある:1).

石 口ら12)は陰嚢血管腫にSeldinger法 に よる骨盤

動脈造影をおこない,内 腸骨動脈から分枝する内陰部

動脈の異常拡張,ま たはその終末枝である会陰動脈の

後陰嚢枝の腫瘍への広範囲な分布,さ らに左右の大腿
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Table2.陰 茎血 管 腫(本 邦 報 告 例)
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No.報 告者 年 度 年齢(歳)部 位 大 き さ 組織診断

1

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

岡

土 屋

生 駒

平 良

重 松

高 井

清 水

坂 田

山 中

浅 野

田 尻

白 井

白 井

三 浦

広 野

山 崎

宮 崎

田 近

1942

1951

1956

1960

1960

1963

1968

1968

1970

1971

19フ1

1973

1973

1975

1977

1977

1979

1983

61亀

37亀

13亀

・ 讐

15亀

4亀

27亀

19亀

27亀

49亀

5馨

陰51
左

84亀

41亀

22亀

16亀

16亀

亀39

包

頭

頭

頭

茎
皮

頭

頭

頭

頭

頭

頭

茎
面

茎
側

頭

頭

頭

頭

頭

頭
皮

栂指頭大

栂指頭大

栂指頭大

小児栂指頭大
小児示指頭大

超栂指頭大

腕 豆 大

5mm索 状

φ7rnm

大 豆 大

?

4×2×1.5cm

小指頭大

米 粒 大

小 豆 大

大 豆 大

小指頭大

φ1(㎞m

?

?

?

capillary

hemangioma

　　　　じ　むロヨ

hemangioma

?

?

む　　　ゼロ　　ヨ

hemangioma

capillary

hemangioma

　　　　　ロくラ　ヨ

hemangioma

cavernOUS

hemangioma

　　　　じ　む　ヨ

hemangioma

benign

hemangioendothelioma'

hemangioma

むお　　　　むしロヨ

hemangioma

hemangioma

?

　　　　じ　くコリヨ

hemangioma

　　　　じロくコ　ヨ

hemangioma

Table3.陰 嚢内血管腫 ・リンパ管腫の混合型(本 邦報告例)

No。 報告者 年度 年齢(歳)患 側 重量(g)圧 痛 ・痙痛

1

2

3

4

5

6

宮川

阿部

梶本

江尻

伊藤

自験例

1966

1971

1972

1976

1982

1983

21

18

2

5

19

31

右

左

右

右

右

右

45

?

28

6

19
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(十)

(一)

(一)

(十)

(一)

(一)

動脈から分枝する外陰部動脈の拡張,前 陰嚢枝の腫瘍

内への分布状態を知 りえたとし,そ れら支配血管を確

認することにより,手 術手技決定が容易であったと述

べている11・12).

治療 としては腫瘍摘除術がほとんどの例に施行され

ている.Mason11)は16歳 の男子において腫瘍の支配

血管である内陰部動脈および外陰部動脈を結紮し,腫

瘍の縮小をはかったのちに外科的処置を加えたところ
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操作が容易であったと述べている.1,

われわれの症例を考察するに,包 皮内の腫瘤が陰茎

部の白膜との癒着がなく容易に剥離できたこと,な ら

びに陰茎内腫瘤が陰嚢部の腫瘤と連続し存在していた

ことより陰嚢部に発生 した血管腫が陰茎部にまで波及

したと考えられる,ま た,Mortensenら13)が 述べる

陰茎白膜の先天的欠損部からの海綿体組織の脱出によ

り生 じた腫瘤でなく,陰 嚢内に分布する内,外 陰部動

脈のanOlnalyが あ り,そ の過誤腫的要素の強い血管

形成異常がおこり,血 管腫ができたものと推測される.

結 語

31歳 男子に発生した陰嚢内および陰茎の血管腫,リ

ンパ管腫混合型の1例 を報告した.

本論文の要旨は第105回 日本 泌尿器 科学会関西地方会 にお

いて発表 した.
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